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１．「当事者の学校種等」内「学校種」欄、「体罰時の状況」欄、「体罰の態様」欄、「被害の状況」欄が複数ある場合は、各事案で主なものをリストから１つ選択して入力すること。
２．「体罰事案の把握のきっかけ」、「体罰事案の把握の手法」欄は、該当する欄全てに「１」を入力すること（「１」以外入力不可）。
３．「被害を受けた児童生徒等」欄は、「人数（学年）」を入力すること。また、学年が複数に及ぶ場合は、それぞれ入力すること。
４．様式変更不可。
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